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地域密着型金融の取り組み状況（平成２４年度）

取り組み状況

(１)創業・新事業支援

・奥州市等の制度融資や公的機関との連携を活用し、地域企業
の新規事業を支援します。

・創業・新事業展開事業者の資金需要に対し資金提供を図りました。
　　実績　奥州市制度融資・開業資金　　6件　28百万円
　　　　　　いわて起業家育成資金等　　　4件　18百万円
・業務提携している日本政策金融公庫と連絡協議会を定期的に開催し、情報交換に努めました。(年1回）

(２)経営改善支援

・企業支援課と営業店の協調により、経営改善計画書の策定や
進捗管理に努め、事業支援を継続します。
・ビジネスマッチングにより、新たな販路獲得等を支援します。
・事業価値を見極める融資手法（不動産担保や個人保証に過度
に依存しない融資）として、信用保証協会を積極的に活用しま
す。

・経営革新等支援機関として認定を受けました。　（25年2月）
・TKC東北会と「中小企業の経営力強化に向けた取り組みに関する覚書」を締結しました。（25年3月）
・企業支援課と営業店が協調して経営支援先17先を選定し、支援に取組み、内4先がランクアップとなりました。
・条件変更を行った先の内、重点管理先45先を選定し、企業支援課と営業店がアフターフォローに取り組みました。
・専門家派遣事業として中小企業庁の中小企業支援ネットワーク強化事業を5先に活用、また、商工会議所のエキス
パートバンク事業を2先に活用し、専門家の派遣による経営改善計画書策定支援、事業改善支援、補助金申請支援が
行われました。
・みずしん金融相談窓口（毎週水曜日・本店にて）を通年で設置しました。
　　相談件数　1件
・復興元年　いわて金融応援キャンペーンを開催しました。
　　相談件数71件
・担保・保証に過度に依存しない融資等への取組みとして、岩手県信用保証協会付融資の推進を図りました。
　　実績　431件3,723百万円
・東北地区信用金庫協会等主催の「ビジネスマッチ東北2012秋」に出展した14社、城南信用金庫主催の「よい仕事おこし
フェア」の出展した3社、岩手県主催の「知的ビジネスマッチング2013ｉｎ岩手」に2社、のべ19社の商談をサポートいたしま
した。

(３)事業再生支援

・中小企業再生支援協議会の活用を図り、事業再生の支援に努
めます。

・中小企業再生支援協議会の暫定リスケのスキームを利用し、5先について改善計画を策定し金融機関連絡会議を開催
しました。

(４)事業承継支援

・「みちのく奥州イブニングサロン」への参加を継続し、地域の産
学官と共に支援に努めます。

・「宮城県事業引継ぎ支援センター」を活用し対応しました。
・「みちのく奥州イブニングサロン」の情報交流会に参加し、異業種間及び産学官の連携による地域活性化推進の取組
みについて意見交換を行いました。（24年度は2回の開催でした）
・青信会（若手経営者の会）によるビジネスマッチ東北2012秋の視察研修を実施いたしました。（参加者23名）

・研修派遣や通信講座受講を通じて職員のレベルアップを図り
ます。

・東北地区信用金庫協会の「目利き力講座」に３名、岩手県信用金庫協会の「中小企業経営支援実務研修」に５名派遣
し職員のレベルアップを図りました。

項目・具体的取組策

１．顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

(５)「目利き機能」の発揮



地域密着型金融の取り組み状況（平成２４年度）

取り組み状況項目・具体的取組策

(１)地域全体の活性化、持続的な成長を視野に入れた、同時的・一体的な「面」的再生への取組み

・奥州市が策定した「奥州市中心市街地活性化基本計画」の各
種実施事業に対する当金庫の係わりを検討するため、奥州市な
らびに奥州商工会議所等と情報交換を行います。

・奥州市様のご協力をいただき「地方公共団体に関するアンケート調査」（信金中央金庫主催）を実施し、市と金庫の組
織的な係わりについて情報交換を行いました。

(２)面的支援への取組み強化

・地域の各種イベントや文化行事に積極的に参加、支援します。
・各種スポーツ大会を開催します。
・水沢公園の桜まつりにライトアップを提供します。

営業店を中心に、地域のイベントに積極的に参加いたしました。
野球大会、ビーチバレーボール大会、パークゴルフ大会に協賛いたしました。
水沢公園桜まつり会場に夜桜ライトアップのため投光器を提供いたしました。

(１)地域密着型金融に関する取組みの情報発信

・地域密着型金融の取組み状況をホームページやディスクロー
ジャー誌等により公表します。

・24年度の取組みについて、店頭・ホームページやディスクロージャー誌により公表いたしました。
・全てのお客様に分かりやすい内容とした「ミニディスクロージャー誌」を発行いたしました。

(２)地域の活性化につながる情報発信
・金融教育・犯罪防止に役立つ情報を発信します。 ・水沢中学校において金融教育を実施いたしました。

(１)地域社会への貢献・還元
・地域振興イベントなどへの協賛・参加、毎月の清掃活動を継続
します。

・市内の各種祭り・イベント・事業に協賛いたしました。（水沢夏祭り、花火大会、YOSAKOIinみずさわ、岩手競馬冠レース
ほか）
・全店の全役職員が店舗周辺をはじめとする地域内の清掃活動を毎月１５日に行いました。
・お花見シーズン前に、水沢公園の清掃活動を行いました。

(２)会員組織の充実

・お客様組織である、「すいしん会」「青信会」の更なる活性化を
推進します。

・新年祝賀会、納涼ビアパーティ、講演会、研修会等を開催し会員相互の親睦を図りました。

(３)お客様のニーズを踏まえた商品の提供

・お客様のニーズに合った新たなローン商品を提供します。ま
た、住宅ローンの商品内容見直しなど、地域の皆様の期待にお
応えする商品の提供に努めます。

・住宅ローンの優遇金利について見直しを行いました。
　　10年固定の場合2.0％から1.6％に見直し（24年4月）
・新たなローン商品として、「教育カードローン」の取り扱いを開始しました。　（25年1月）
・ポスティング等(住宅ローン、個人ローン)の周知活動を実施しました。

(４)経営力の強化

・地域経済へ持続的に貢献できるよう、ガバナンスの強化、コン
プライアンス態勢・リスク管理態勢の強化等、経営力の更なる強
化に努めます。

・理事会をはじめ、ALM委員会・コンプライアンス委員会等を定期的に開催し、各種リスクを適切に管理することにより経
営の健全性の強化に努めました。
・25年3月期の自己資本比率は14.06％と健全性の基準となる4％を大きく上回っております。

４．信用金庫に特に求められる事項

３．地域やお客様に対する積極的な情報発信

２．地域の面的再生への積極的な参画


